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■（仮称）本郷パーク整備計画（案）（検討状況） 

（１）建築計画の方針 

1）基本的なデザイン方針 

①空間構成：本郷地区の歴史や文化資源を活かす機能や空間デザイン 

・歴史資源、産業資源、そして文化資源でもある会津本郷焼などの地域の資源を活か

し、その関連団体等による活用を想定した機能や空間デザインとする。具体的に

は、会津本郷焼に関わる団体と連携し、来訪者が気軽に会津本郷焼等のものづくり

を体験できる空間の導入を想定する。 

・管理運営体制等の具体化にあわせて検討される運営プログラムにも配慮した施設計

画とする。 

②形態・外観：本郷地区の風土・風景と調和する景観デザイン 

・計画地は、遠景では風光明媚な山々に囲われており、近景では会津本郷焼の窯元が

点在する界隈性のある街路があり、地域の風土を色濃く残す、本郷地区独特の風景

が見られる。 

・「 （仮称）本郷パーク」の形態や外観は、これらの遠景・近景の風景と調和する景観

デザインとする。 

③建築構造：積雪等の会津の気候条件を踏まえた管理しやすい構造デザイン 

・建築構造は、現時点では限定しないが、会津地域の積雪など厳しい気候条件、環境

等を踏まえ、適切に選定する。具体的には、設計段階において、以下の観点から総

合的に評価し、選定する。 

ⅰ）公共施設として長期にわたる使用に向けた耐久性  

ⅱ）避難所としての活用を想定した耐震性（耐震性能Ⅱ類）  

ⅲ）冬季でも快適に利用できるための断熱性  

ⅳ）将来のメンテナンス、ランニングコストも踏まえた経済性（低ライフサイクル

コスト） 

ｖ）脱炭素社会の実現に向けた環境性能（⑤参照） 

・なお、以下の④に関連して、シンボル性等を表現するために、混構造とすることも

可能とする。 

・仮に木造とする場合には、木材特有の経年劣化等を踏まえた維持管理の方法等につ

いて詳細に検討した上で、採用するものとする。 

・建築の階数は、平屋建てもしくは２階建てとする。 

 

 

 

 

 

資料４ 
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④建築材料：地場産の素材を活用し、シビックプライドの醸成に寄与するデザイン 

・仕上げ材については、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律（令

和 3 年施行）」や地場産業の振興等の観点から、可能な範囲で会津材を活用するも

のとする。 

・会津材の木材や会津本郷焼による陶磁器を、仕上げ材に活用した意匠を検討し、施

設の特徴とする。このことにより、地域の子どもたちをはじめとした住民が、「自

慢できる地域の施設」として、シビックプライドの醸成に寄与することを目指す。  

⑤環境性能：脱炭素社会に向けたＺＥＢ化を実現する技術（設備等）の導入 

・脱炭素社会の実現に向けて、環境省や国土交通省においても各種取り組みが進めら

れており、その一環として、建築物の ZEB 化等を推進している。 

・本施設においても、ＺＥＢ化に向けた創エネ技術（太陽光発電等）や省エネ技術

（高効率照明等）を積極的に導入、活用する。 

※注：ZEB とは、「Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）」の略称
で、「ゼブ」と呼ぶ。 快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネル
ギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。 

⑥多様な利用者が居心地よくいられるインクルーシブなデザイン 

・障がい者や子ども高齢者などを含む多様な人のニーズを積極的に取り入れながら、

建築の施設デザインに反映するインクルーシブデザインを目指す。 

・次年度以降の設計、施工の各段階において、これらの方々の意見を取り入れる工夫

を行う。例えば、設計素案の段階での住民の意向把握ワークショップや、施工段階

での仕上げ材や色彩のサンプル等について、防滑性や視認性等を現地で確認しても

らう等のワークショップを想定する。 

・トイレ等具体的な施設等については、基本的にバリアフリー法の建築物移動等円滑

化基準を踏まえて設計する。 
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■建築施設への導入機能と空間構成の方向性 

1）建築施設への導入機能の設定 

建築施設への導入機能は、①の利活用方針や実施計画の内容を前提に、②会津美里町におけるまちづくりの方向性、③今年度実施した実証実験等における町民の意向等を踏まえて、以下の「④建築施

設への導入機能（案）」のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②会津美里町の本郷地区に関す

るまちづくりの方向性    
①旧本郷第一小学校跡地に関するこれまでの検討            

ⅰ）旧本郷第一小学校跡地利活用方針 

旧本郷第一小学校跡地利活用検討会の跡地利活用方針の位置づけとして、住民

が本郷での暮らし・学びを充実させ、その魅力を発信し、地域活性化の拠点と

なることを目的として、以下の３つの理念を提案する。 

〇本郷地区に賑わいを創出するための場所 

〇コミュニティを形成することができる場所 

〇子どもが自由に遊べる場所 

ⅱ）実施計画（整備イメージ） 

ⅰ）本郷地域の方向性 

（政策方針） 

・学校跡地や周辺の教育関連施設

と連携した「子育て支援や教育

のモデル地域」 

→子育て支援機能や教育関連機能

等 

ⅲ）場所の特性：地域拠点 

・公共の大規模なオープンスペー

スであり地域住民にとってわか

りやすく愛着のある場所 

→防災機能、シンボル機能  

 

③建築施設への導入機能と規模感等に関する利用者の意向把握等（今年度実施）                       

 

④建築施設への導入機能（案）            

目的 
（理念） 

建築への 
導入機能 

使い方のイメージ 

ⅰ）賑わい

創出（観

光、イベ

ント等） 

 

 

 

 

〇イベント支

援機能 

 

 

・原っぱエリア等でのイベン

ト時に本部や救護室等とし

て利用する。 

・半屋外・屋内イベント会場

としても活用。 

〇観光拠点機

能 

 

・観光客へ地域の多様な観光

情報等を発信し、立ち寄

り、休憩してもらう。 

〇地域文化の

発信・活用

機能 

・会津本郷焼の情報を発信す

るとともに、ものづくり関

係の体験ワークショップ等

を行う。 

ⅱ）コミュ

ニティ形

成 

 （住民間

の交流） 

 

 

 

 

 

〇住民が気ま

まに集える

機能 

・住民が、リビングのよう

に、ふらっと気軽に立ち寄

れて、居心地よくいられ、

交流する。 

〇住民の活動

団体の拠点

機能 

 

・住民主体の多様な活動団体

の拠点となり、ミーティン

グや活動としての教室とし

て利用する。 

〇子育て世代

の交流支援

機能 

 

・地域の子育て世代のための

情報を発信するとともに、

交流・情報交換する場やプ

ログラムを用意し、支 援 す

る。 

ⅲ）子ども

の遊び

場・学び

場 

 

 

 

 

 

〇屋内遊び場

機能 

 

・主に幼児連れの親子や小学

生に、雨天時等に屋内や半

屋内で安全に楽しく遊んで

もらう。 

〇学び場機能 

 

 

・小学生や中高生が自習をし

たり、活動団体が勉強等を

教える場所として活 用 する。 

〇中高生の活

動拠点機能 

・中 高 生 の部 活 動 等 の作 品 展

示 、発 表 の場 として活 用 する。 

〇屋外遊びの

支援機能 

・シャワー室や更衣室を用意

し、子どもの外遊びを支援

する。 

ⅳ）その他 

（地域の防

災性の向

上） 

 

 

〇防災機能 

 

 

・地域の防災訓練時の拠点や

発災時の拠点等として活用

する。 

・発災時の避難所として活用

する。 

〇シンボル、

シビックプ

ライド醸成

機能 

・住民の誇り、シビックプラ

イドの醸成につながる機能

の導入を目指す。 

ⅱ）本郷地区の特色 

・向羽黒山城跡等の歴史資源、会

津本郷焼の文化資源＝観光資源 

→観光情報の発信機能、回遊拠点

機能、会津本郷焼の活用等 

■建物エリアの方向性 

・「 子 ど も の 居 場 所 」「 地 域 の 集 ま

り な ど の 交 流 の 場 」「 賑 わ い の

場 」 を 基 本  

〇 （ イ ベ ン ト が で き る ） 大 き な 屋

根 の あ る 半 屋 外 空 間  

〇 室 内 で も 運 動 で き る 大 き な 部 屋  

〇 カ フ ェ ・ フ リ ー ス ペ ー ス  

〇 会 議 室 ・ 集 会 室  

〇 キ ッ チ ン カ ー ス ペ ー ス  

ⅱ）導入機能の規模感に関する検証 

（ほんごうパークフェス（11/17）） 

 想 定 機 能  
（ 使 い方 ）  

必 要 な空 間 の 
規 模 ・ 設 備  

屋内

空間 

ミーティングやワー
クショップスペース
（ 個 室 ）  

・ 教 室 の半 分 ～ 1 室
ぐらい 

・ 実 証 のデッキの広 さ
（ 約 50 ㎡）  

テレワークスペース
（ 公 開 スペース）  

・ プレハブの 5 倍 ぐら
い 

屋 内 の子 ども遊 び
場  

・ ドッジボールやバス
ケ 3Ｘ 3 ができる 

半屋

外空

間 

雨 の日 のイベント 
（ 芋 煮 など 

●広 さ（ 実 証 広 さ 15
ｍ ×12ｍ ）  

・ 充 分 ～ もう少 し広 い
方 が良 い（ 1.5～ 2
倍 ぐらい）  

●高 さ（ 実 証 高 6ｍ ）  
・ ちょうどよい～ もっと

低 くてよい（ 4～ 5ｍ
ぐらい）  

子どもの遊び場
（ バスケ、バドミント
ン、鬼 ごっこ等 ）  
子どもが遊んでい
るのを見守る 

ⅲ）利用候補者の意向把握 
〇生涯学習センターとの役割分担等 
・会議室を 2 部屋使うこともあるが、

先約があり、使えないこともある。 
・生涯学習センターでは、執務空間も

あるため、騒ぐことができない。 
・参加料金を取れないので、使いたく

ても使えないプログラムもある。 
〇その他 
・子ども向けでは、教室での座学の

後、屋内遊び、屋外遊びが一連のプ
ログラムでできると良い 

・汚してもよいワークショップルーム
があるのは、良い。 

 
※今後、冬の使い方に関する実証

調査の実施予定 
 

ⅰ）じゃぶじゃぶ

池の検証 

 （水遊び 8/11） 

・多くの親子で賑わ

い創出 

 

 

 

 

 

 

 

→シャワーや更 衣 室 が

必 要  
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３）空間・施設整備と空間規模の想定（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④建築施設への導入機能の方針（再掲）          

目的 
（理念） 

建 築 への 
導 入 機 能  

使い方の 
イメージ 

ⅰ）賑わい

創出（観

光、イベ

ント等） 

 

 

 

 

〇イベント
支援機能 

 
 

・原っぱエリア等で
のイベント時に本
部や救護室等とし
て利用する。 

・半屋 外 ・ 屋 内 イベント
会 場 としても活 用 。 

〇観光拠点
機能 

 
 

・観光客へ地域の多
様な観光情報等を
発信し、立ち寄
り、休憩してもら
う。 

〇地域文化
の発信・
活用機能 

・会津本郷焼の情報
を発信するととも
に、ものづくり関
係の体験ワークシ
ョップ等を行う。 

ⅱ）コミュ

ニティ形

成 

 （住民間

の交流） 

 

 

 

 

 

 

 

〇住民が気
ままに集
える機能 

・住民が、リビング
のように、ふらっ
と気軽に立ち寄れ
て、居心地よくい
られ、交流する。 

〇住民の活
動団体の
拠点機能 

・住民主体の多様な
活動団体の拠点と
なり、ミーティン
グや活動としての
教室として利用す
る。 

〇子育て世
代の交流
支援機能 

 

・地域の子育て世代
のための情報を発
信するとともに、
交流・情報交換す
る場やプログラム
を用意し、支援す
る。 

ⅲ）子ども

の遊び

場・学び

場 

 

 

 

 

 

〇屋内遊び
場機能 

 
 

・主に幼児連れの親
子や小学生に、雨
天時等に屋内や半
屋内で安全に楽し
く遊んでもらう。 

〇学び場機
能 
 
 
 

・小学生や中高生が
自習をしたり、活
動団体が勉強等を
教える場所として
活用する。 

〇中高生の
活動拠点
機能 

 

・中高生の部活動等
で、そのミーティ
ングや作品展示、
発表の場として活
用する。 

〇屋外遊び
の支援機
能 

・シャワー室や更衣
室を用意し、子ど
もの外遊びを支援
する。 

ⅳ）その他 

（地域の

防災性の

向上） 

 

〇防災機能 
 
 

・地域の防災訓練時
の拠点や発災時の
拠点、避難所等と
して活用する。 

〇シンボ
ル、シビッ
クプライド
醸 成 機 能  

・住民の誇り、シビ
ックプライドの醸
成につながる機能
の導入を目指す。 

⑥空間構成の概念図                      

・おおよその諸室・空間のボリューム感と構成イメージであり、具体的な

計画、レイアウトイメージを示すものではない。 

・特に「ｆミーティングルーム」と「ｇ本郷焼とものづくりワークショッ

プルーム」は、運 営 団 体 による「 プログラム」 に基 づく利 用 を想 定する。 

・下図は、規模感のイメージであり、レイアウトを示すものではない。 

※今年度のモニター利用調査により、補完予定 

〇実施計画における建物イメージ        

※諸室名称や規模感はあくまでイメージ   

⑤空間・施設と規模感のイメージ           
空間・施設 
（機能集約） 

設え等の 
イメージ 規模感・留意事項 

a 半屋外の大

規模空間 

 

・大屋根の下で子ども
が遊んだり、憩える
施設 

・遊びでバドミントン程度が
できる空間規模 

→15ｍ×20ｍ＝300 ㎡×5ｍＨ
程度を想定 

b エントラン

ス・ロビー 

・観光情報、地域情報
等の発信施設 

・10 人程度の団体が、滞留で
きるスペース 

→30 ㎡程度を想定 

c 受付・事務

室 

・管理者が常駐し、受
付・施設管理等を行
う事務室 

・2～3 人の執務スペース 
→30 ㎡程度を想定 

 子育て世

代支援 

・情報提供や交流プロ
グラムの提供 

・窓口（ロビー）周辺で情報
提供 

d 休憩・交流

スペース 

 

・観光情報の発信と住
民や観光客が休憩で
きるスペース 

・4 人掛け程度のソファテー
ブルが 4～5 つ程度おけるス
ペース 

→50 ㎡程度を想定 

e カフェ等の

飲食空間・

施設 

 

・給排水、流し台、調
理家電等を用意する 

・店舗とするかは業者
の需要を踏まえて検
討 

・厨房等のみ 
（客席は、ｄ休憩・交流スペ

ースと兼用） 
→10 ㎡ 
※外部のキッチンカースペー

スと連携 

f ミーティン

グルーム 

（座学の教室

/料理教室

も可能） 

・複数の部屋があり、
フレキシブルに利用
できる。 

・1 つの部屋には、キ
ッチンも設置。 

・実施プログラムに基
づく多様な「〇〇教
室」が可能 

・20 人程度がミーティングで
きるスペースを 2 程度 

→50 ㎡×2＝100 ㎡程度 

g 本郷焼とも

のづくりワ

ークショッ

プルーム 

  

・本郷焼等のものづく
りワークショップを
行うための設備等を
設置(一定程度、汚
されることを想定) 

・実施プログラムの構
築が前提 

・10～20 人程度がものづくり
ワークショップができる工
房的スペース＋用具室 

→50 ㎡×2＝100 ㎡程度 
※ワークショップの実施主

体、運営体制の構築が前提
となる。 

h 多目的ルー

ム（屋内遊

び場） 

 

・通常は、子どもの屋
内遊び場として開放
し、中規模の会議室
としても利用 

・ドッジボール（12.5ｍ×20
ｍ）ができ、卓球の複数台
が設置できる程度＋用具室
を想定 

→250 ㎡程度 

i 防災備蓄倉

庫 

・地域防災の観点か
ら、必要な防災備品
の倉庫を設ける。 

・他の備蓄倉庫を参考に設定 
→規模は、別途検討 

ｊトイレ・シ

ャワー室・

更衣室・倉

庫・その他 

 

－ 

・収容人数等から便器数等を
算定し、設定 

・倉庫を一定程度確保 
・一定規模の廊下や階段、Ｅ

Ｖ室等が必要 
→ a～ i 合 計 の 20％ 程 度 を想 定  

（小計） － ・上 記 の単 純 合 計 は約 1,000 ㎡ 

※避難所機能 ・上記全体が、避難

所として機能する 

・最終的な施設規模は、地域

防災計画等による施設の設

置状況を踏まえて設定。 

a 半屋外の大規模空間  

 （ 300 ㎡） 

ｂエントランス 
・ロビー（30 ㎡） 
 

ｃ受付・事務室 
（30 ㎡） 

 

ｄ休憩・交流
スペース
（50 ㎡） 

 

e カフェ等 
（10 ㎡） 

 

キッチンカー
スペース 
 

ｊトイレ・更衣室・シャワー室・ 
倉庫・廊下他 

 

ｆミーティングル
ーム（100 ㎡） 

 

ｇ本郷焼ともの
づくりワーク
ショップルー
ム（100 ㎡） 

 

ｈ多目的ルーム
（屋内遊び場）
（250 ㎡） 
 

i 防災備蓄倉庫 
（規模は別途検討） 
 

（前項の検証調査による規模感に関する意向）  
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■近隣施設との役割分担と連携等のイメージ 

近隣施設 目的・役割 
現状で難しい事 

課題 等 

（仮称）本郷パークとの役割分担と 

連携等のイメージ 

本郷生涯学

習センター 

・町民の生涯にわたる
学習活動を総合的に
支援し、地域におけ
る生涯学習の振興を
図ることを目的とし
た施設。住民の公民
館としての役割も持
つ。 

・公共の他、上記を目
的とした民間団体に
より、主として高齢
者や子どもの活動プ
ログラムに活用され
ている。 

・利用規約上、収
益事業としての
教室やワークシ
ョップ等の利用
はできない。 

・執務空間がある
こともあり、施
設内外での運動
（軽スポーツ）
を含めた活動プ
ログラム（子ど
もの放課後活動
等）等は、でき
ない。 

〇生涯学習センター 
・無料の座学を中心とした生涯学習関連

の活動拠点  

〇（仮称）本郷パーク 
・収益事業を含めた地域振興に寄与する

多様な活動の拠点  
・参加料が有料の利用も可能 
・多目的スペース等での軽スポーツと室

内の座学を組み合わせた多様な活動プ
ログラムでの利用が可能 

〇両施設の連携 
・施設利用者の状況や情報等を共有し、

地域全体の活動の活性化につなげる。 

本郷インフ

ォメーショ

ンセンター

（観光案内

施設） 

・1F は、地域の観光情
報のパンフレット等
を置き、地域の観光
案内を有人で行う。
観光客が立ち寄れる
小規模な休憩スペー
スも有する。 

・2F は「会津本郷焼資
料展示室」。 

・観光駐車場があり、
観光客の出発拠点の
役割も。 

・休憩スペース
は、小規模であ
り、複数グルー
プが同時で休憩
するには不向
き。 

・住民が立ち寄る
施設ではなく、
観光客と住民の
出会い・交流の
場にはなってい
ない。 

〇本 郷 インフォメーションセンター 
・観光客の地域回遊の出発点  
・案内の一環として、（仮称）本郷パーク

へも誘導 

〇（仮称）本郷パーク 
・体験ワークショップ等のプログラム開

発により、連携  
・インフォメーションセンターの補完

（地域の回遊拠点） 

〇両施設の連携 
・回 遊 の出 発 点 と回 遊 拠 点 が連 携 すること

で、回遊行動の拡大につなげる。 

会津本郷陶

磁器会館・

個別窯元 

（陶磁器会館） 
・町内の 13 の窯元の作

品を展示・販売して
いる。 

・常駐スタッフが、「陶
芸体験ができる窯
元」等、具体的な案
内を実施 

（個別窯元） 
・その作品の詳細な説

明や販売、陶芸体験
を実施 

（陶磁器会館） 
・会津本郷焼に関

する案内等は行
うが、「陶芸体
験」そのものは
やっていない。 

（個別窯元） 
・陶芸やその窯元

に興味にある人
の訪問が多く、
新たなファンの
獲得はしにくい 

〇会津本郷陶磁器会館 
・会津本郷焼の基本的な案内等 
※他の窯元：本郷焼の詳細説明、販売、

本格的な陶芸体験 

〇（仮称）本郷パーク 
・子どもも参加できる気軽な陶芸体験等

の体験メニューも提供 

〇両施設と個別窯元との連携 
・陶磁器会館で基本情報を提供し、本郷

パークで気軽な陶芸体験を行い、興味
を持った参加者が、個別窯元へ行き、
新規ファン獲得につなげる。 

ＣＯＢＡＣ

Ｏ（焼物の

まちの憩の

場） 

・ミーティング等がで
きるレンタルスペー
ス（和室）、アトリエ
兼ショップ、カフェ
等のチャレンジショ
ップ、インキュベー
ション的な機能を有
している。 

・小 規 模 な民 間 施 設 だ
が、住 民 や来 訪 者 の交
流 拠 点 になっている。 

・レンタルスペー
スは、10 数名程
度が入れる規模
であり、それ以
上、一定規模の
会合、教室等に
は不向き  

・カフェは常設で
はなく、気軽に
立ち寄れる施設
とは言えない。 

〇ＣＯＢＡＣＯ 
・民間のチャレンジショップ的な活動や

創業支援の場、小さな交流拠点  

〇（仮称）本郷パーク 
・多様で多くの人が集まれる大きな交流

拠点  

〇両施設の連携 
・両施設の連携により、地域内の多様な

属性のグループ、大小の活動の受け皿
となる。 

MISATO 

BASE(ミサ

トベース) 

・高齢者等を対象とし
た福祉施設だが、地
域の子供たちを含
め、誰もが集える
「居心地の良い場
所」を目指してお
り、施設の一部を住
民に開放している。 

・学校帰りの子どもの
立ち寄り施設になっ
ている。 

・施設の開放は、
事業外の地域貢
献として行われ
ており、立ち寄
った子どもたち
の見守り等の面
での施設管理
は、課題になっ
ている。 

〇MISATO BASE 
・少人数の子どもが大人の見守りを感じ

つつも、自由に立ち寄れる場 

〇（仮称）本郷パーク 
・管理者が常駐し、保護者が安心して子

どもの自由な遊びを実現できる場所 

〇両施設の連携 
・美里ベースの内外で遊ぶ子どもが、本

郷パークの管理者等の大人を感じるこ
とで、安心感をもって遊べる。 
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（２）「子どもが自由に遊べる場所」の実現に向けた整備方針 

 「旧本郷第一小学校跡地利活用方針」では、その理念として「子どもが自由に遊べる場

所」を掲げている。「（仮称）本郷パーク」の大きな特徴になるものである。 

 ここでは、「子どもが自由に遊べる場所」の実現に向けたハード面の設え、遊具等の施

設の基本的な考え方をエリア別に示す。 

 なお、パーク内に設置する各遊具については、「都市公園における遊具の安全確保に関

する指針」を踏まえて、設置するものとする。 

①森と土と小山のエリア 

●実施計画における方向性 

・自然にふれあいながら遊べるエリア、緑豊かな小さな森、起伏を活かした遊びがで

きる小山、土遊びができる場所等を配置します。 

 〇起伏のある小山の形成 

 ・5ｍ程度の高さの小山を想定し、

周囲にゆるやかなこう配を設

け、以下に示す遊びができる設

えや遊具を設置する。 

 

 

 〇斜面を活かした遊びができる設え 

 ・ゆるやかなこう配を利用して気軽なそり遊びができる設えとする。 

 ・冬季の積雪時には、雪の斜面を利用したそり遊びができるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇斜面を活かした遊具の設置 

 ・斜面を活かして、子どもたちが安全に遊

べるアスレチックタイプの遊具を設置す

る。 

 ・利用する子どもたちの年齢等を踏まえ、

安全性に充分配慮したものとする。 

  

※出典：大阪府営公園ＨＰ／石川河川公園 

※出典：出雲市ＨＰ／斐伊川河川敷公園 ※出典：札幌市百合が原公園ＨＰ 

※出典：富谷市ＨＰ／大亀山森林公園 
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 〇子どものニーズが高いツリーハウス型遊具の設置 

 ・小山の頂上には、過年度の調査で子ども

からのニーズが特に高かった「ツリーハ

ウス」を想起させる遊具を設置する。す

べり台などを併せた複合型の遊具を想定

する。 

 

 

 〇土遊びの場所 

 ・小山のふもと部分には、土遊び（砂や泥

遊び）ができる場所を用意する。 

 ・近接する親子の遊びエリアのじゃぶじゃ

ぶ池との連携による泥水遊びなども想定

する。 

 

 

 

■公園事例：本庄総合公園／子ども広場「わんぱーく」 

 ※24 時間公開の公園で大型遊具を設置している事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※出典：千葉市ＨＰ／プレーパーク 

※出典：桜川市ＨＰ／大和駅北公園 

※出典：本庄市ＨＰ／本庄総合公園 
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②大きな子どもの遊びエリア 

●実施計画における方向性 

・大きな子ども（小学生程度）がアクティブに動き遊ぶことができるエリア。子ども

が楽しめる遊具等を配置します。 

・子どもの年齢層に留意して、小学生の低学年程度から高学年程度までの子どもが安全に

遊べるエリアとする。 

・子どもが、運動の基本的

な動作を身に付けたり、

複数の子どもと一緒に遊

ぶことによる社会性、創

造性等が期待できる大小

の複合遊具を設置する。 

③親子の遊びエリア・じゃぶじゃぶ池 

●実施計画における方向性 

・親子が安心して遊べるエリア。じゃぶじゃぶ池、乳幼児が遊べる遊具、東屋等を配

置します。 

・親が見守りつつ、幼児が安全

に遊べる遊具や、幼児でも安

全な深さのじゃぶじゃぶ池等

を設置する。 

・親が子どもを見守るための

東屋もあわせて設置する。 

④屋内遊び場（建物エリア内） 

●実施計画における方向性 

・季節や天候に左右されず、誰もが遊び、交流できる複合的な機能を備えた建物を中

心としたエリア。 

・屋内に設ける多目的ホールは、乳幼児から小学生までの子どもたち誰もが遊び、交流

できる空間とし、そのための設えや備品を用意する。 

・具体的には、乳幼児が親と一緒に遊べる安全なコーナー的空間や、小学生が遊びとし

てのドッジボールやバドミントンができる空間を用意する。 

・特に、乳幼児が遊ぶ空間は、可

動のマットや遊具での構成を想

定する。 

・なお、「乳幼児が遊ぶコーナー

的空間」は、利用状況を踏まえ

て、ネットカーテン等により、

適切にゾーニングする。  

※出典：猪苗代町ＨＰ 

／亀ヶ城公園 

※出典：御坊市ＨＰ 

／御坊総合運動公園 

 

※出典：喜多方市 HP 

／アイデミきたかた 

※出典：福山市ＨＰ 

/尾道西公園 

※出典：東京都公園協会ＨＰ 

／舎人公園 

tone 

※出典：秦野市 HP 

／はだのこども館 多 目 的 ホール 
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■参考 都市公園における遊具の安全確保に関する指針 

（改訂第３版 令和６年６月／国土交通省） 

・特に大型遊具については、同指針において「建築基準法を準用する」旨の記載がある。

その構造等については、設計、施工上の安全性等において、考慮するものとする。 
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（３）植栽・緑の方針 

①基本的な樹種・樹齢の選定 

・公園で会津美里町の植生や風土にあった、樹種を選定する。 

・新たに植樹する樹木は、各樹種の特性を踏まえつつ、概ね 20 年後の公園全体の緑環

境、景観等のバランスを想定しつつ、その樹種や樹齢を検討し、設定する。 

②樹木の配置と植栽の時期 

・植樹する樹木の配置は、その樹齢と同様、概ね 20 年後の公園全体の状況を想定しつ

つ、配置して植樹する。 

・特に「森と土と小山のエリア」については、将来的には森を想起させることを目指す。 

・樹木の配置は、パーク全体の見通し、安心感に配慮して、設定する。 

・当初から全ての樹木を植栽するのではなく、樹木の成長の状況を見つつ、一定期間ごと

に植栽し、公園全体を育てていくことを想定する。 

③メタセコイアの対応 

・跡地中央にある 2 本のメタセコイアは、地域住民の記憶に残るシンボルツリーと言える

木であり、基本的には、未来に引き継いでいく資源として位置づける。 

・一方、相当の樹齢を重ねていることから、今後、適時に行われる樹木医の評価を踏まえ

て、パーク全体の安全性の確保のためには、伐採の可能性も視野に入れる必要がある。 

・仮に伐採の方向になった場合には、代替として、その跡に現在の木の遺伝子を持つ若木

を新たに植樹し、その記憶を継承することを目指す。このためには、あらかじめ現状の

メタセコイアから挿穂を採取し、挿し木の養苗を行っておく必要がある。その上で、伐

採後に植樹することを想定する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

④桜並木の整備 

・南東に残る既存の桜は、落葉や花びらが周辺住宅地に落ちている状況が指摘され、課題

となっている。 

・このことを踏まえ、既存の桜はパークの内側に移植、もしくは移植が難しい場合には入

れ替え、追加捕植により、桜並木を形成する。 
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⑤周辺住宅との連携可能性の検討（庭木の提供） 

・周辺エリアの一般住宅には、地域独特の庭木を持つ邸宅も多くある。これらの庭木は、

長くその土地で育ってきたものであり、地域の気候風土にも適応しているものである。 

・このような住宅に庭木の提供を呼びかけ、パーク内に移植し、地域住民との連携による

地域ならではの、緑豊かな公園を目指す。 

 

⑥原っぱエリア（芝生張り） 

・パーク内で最も大きなエリアとなる「原っぱエリア」は、芝生の広場とし、家族連れや

子どもたちはもちろん、全ての人が思い思いにくつろげる空間づくりを目指す。 

・シートを広げテントを設置してピクニックを楽しんだり、子どもたちが走り回り、ある

いはボール遊び等をすることを想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇歳の神やキャンプファイヤーできる場所の確保 

・原っぱエリア内の一部は、本郷地区の

正月の行事「歳の神」の実施や、キャ

ンプファイヤー等ができることを想定

した舗装、設えの場所を設ける。 

・その具体的な配置は、歳の神の実施時

における建物や周辺への飛び火の可能

性、危険性等について配慮して決定す

る。 

 

 

 

 

例：つくば市 ／ 小 田 城 跡 歴 史 ひろば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※出典：つくば市ＨＰ 

・広場は、全体的に芝生張りとな
っているが、どんど焼きの場所
は決まっており、どんど焼きが
行われることが前提に裸地とな
っている。 

〇参考イメージ：東京都江東区豊洲公園  

 

〇現況のイベント時の利用状況  
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（４）園路等の整備方針  

①園路の基本的な考え方 

・園路は、基本的には、本郷パークの利用者である歩行者のみの通行を想定し、その幅員

や舗装材等を検討、選定する。ただし、パーク内の園路については、植栽の剪定等の維

持管理のための管理車両の通行も想定する。 

・園路の幅員は、歩行者が双方向で、無理なくすれちがうことができる幅員とする。 

・舗装材は、子どもや高齢者等の歩行者はもちろん、車椅子の利用者が快適に通行できる

よう、弾力性、防滑性、排水性、耐久性、等に留意して選定する。 

・移動手段としての自転車やキックボード等の通行は、道路交通法で車道の走行と定めら

れているため想定しない。遊びとしての利用については、管理運営体制の検討にあわせ

て別途ルールを設ける。 

②外周の歩道状園路 

公園の外周道路に隣接する歩道状園路は、双

方向に１人がすれ違うことができ、加えて

もう一人が、ランニング等でこれらの２人

を追い越すことができる幅員とする。 

・具体的には、バリアフリー基準等を参考

に、３ｍ以上の幅員を想定する。 

・必要に応じて、子どもの飛び出し防止等の

ために横断防止柵や低木の植樹帯等を設け

る。 

 

③内部の広幅員の園路 

・大きな子どもの遊

びエリアと原っぱ

エリアをとり囲む

広幅員の園路につ

いては、家族連れ

が余裕をもってす

れ違うことができ

る幅員とし、具体

的には６ｍを最低

幅員とする。 

 

  

 

 

  

（断面イメージ） 

 

（断面イメージ） 
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（５）南側町有地の活用方針 

①南側町有地：中高生のスポーツ広場としての整備 

・南側の町有地については、町内高

校生へのアンケート調査におい

て、スポーツ関連でやりたいこと

として特に人気の高かったバスケ

ットボールのゴールを設置する。 

・具体的には、オリンピック等を契

機に、人気が高まっている「3X3」

のコートを想定する。 

・なお、同施設の整備は、通常は 3X3 のコートとして利用するが、大規模なイベント時に

は、臨時の駐車場として利用することを想定する。 

 

〇近隣の 3X3 コートの整備事例： 

会 津 若 松 市 会 津 総 合 運 動 公 園 の３ X３ バスケットボールコート 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

〇参考：スケボーパークの整備事例： 

会津若松市会津総合運動公園のスケボーパーク 

 ・スケートボードについては、上記

のアンケート調査でのニーズは少

なかったものの、近年、各地域で

整備が進んでいる。 

 ・近隣では、上記の 3X3 コートと同

じく、会津若松市の会津総合運動

公園において、2023 年 4 月にスケ

ボーパークがオープンしている。 
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キャッチボールができる
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ダンスができる
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西陵高校生アンケート調査 

 

・オープン：2023 年 4 月 
・利用時間： 
・設備：3×3 バスケットボールコート 

 2 面 
（1 面：横幅 18m × 奥行 14m） 

・備考：原則、無料のフリースペース
だが、イベント等の開催により、独
占利用（有料）をしたい場合は、事
前に公園行為許可申請が必要 

※出典：会津若松市ＨＰ 

※出典：会津若松市ＨＰ 
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■整備イメージ図（実施計画時） 

※過年度の実施計画図の修正予定（桜の位置や施設の建築規模等） 

※周辺道路付けの変更等の状況もあわせて確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


